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高齢社会の到来ともに、加齢に伴う疾患

が激増することが予測さる。この問題への

対応が社会的な課題となっている。

社会的急務となっている高齢社会で増加する疾患のリスク

予知・回避のための基盤開発

iPS 細胞そのものの安全性確保のための品質評価を支え

る基礎技術についての研究開発
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京都大学iPS 細胞研究所 (CiRA) との連携により、

最終的に、アルツハイマー病などの高齢社会で増加する疾患のリスク回避の

可能性を向上や、移植医療用の高品質細胞の評価方法の確立をめざします。
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取り組み

末期がん患者20万

人分の電子カルテ情

報から、予後の予測を

することにより、緩和

ケアを適切なタイミン

グで導入する。
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山中因子

無限に増え
多様な細胞に分化できる

2017年Standord大学のチーム arXiv:1711.06402

12か月後に患者が亡

くなるかどうかを機械

学習により予測した。
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